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―SDGs17 ⽬標「11 住み続けられるまちづくりを」 
持続可能な地域の賑わいづくりに向けて― 
 























































 ところが、商店街数は減少傾向にある。全国の商店街数は、平成 18 年 13,322、
平成 21 年 14,467、平成 24 年 14,989、平成 27 年 14,655、平成 30 年 12,096 と





































2 商店街以外の商店街も商店の割合が 1〜3 割と共通していることから、多く
の地域型・近隣型商店街でも⾼度成⻑期には、商店の割合はもっと多く、商店街
の半数以上が商店だったのではないかと考えられる。 































座商店街は、京成曳⾈駅から徒歩 10 分の墨⽥区京島にある全⻑約 470ｍ・幅員
5ｍの商店街である。⼗条銀座商店街は JR 埼京線⼗条駅を起点とした全⻑約
520m のアーケード商店街、ハッピーロード⼤⼭商店街は東武東上線⼤⼭駅を起
点とした全⻑約 560m のアーケード商店街である。 




2 ⽉ HF 
3 ⽉ HF、さくらまつり 
4 ⽉ HF、さくらまつり 
5 ⽉ HF 
6 ⽉ HF 
7 ⽉ HF、ハッピーサマーセール 





11 ⽉ HF 













9 ⽉ 北区ワンコイン市 
10 ⽉ オータムフェア（ハロウィン
パレード） 



























しかし、⼈流を⾒ると、向島橘銀座（墨⽥区）の 1 ⽇の通⾏量 2,000 ⼈に対し
て、⼗条銀座（北区）、ハッピーロード⼤⼭（板橋区）の通⾏量は、それぞれ 1
⽇ 10,000 ⼈、32,000 ⼈となっている。向島橘銀座と他の 2 商店街を⽐較する
と、通⾏量に 5 倍から 16 倍の開きがあり、明らかに⼗条銀座及びハッピーロー
ド⼤⼭の⽅が賑わっている。 




















































   
























（３）のきさきあるこ（2020 年 11 ⽉ 14 ⽇⼟曜） 
 三泉商店街は、三泉⼤阪ドームに近い JR 環状線・地下鉄鶴⾒緑地線⼤正駅か



















































































戻すことにつながり、さらには SDGs17 ⽬標「11 住み続けられるまちづくりを」
実現するものである。もちろん、商店街のもつ代理購買・貯蔵機能は「１貧困」、
「２飢餓」、「12 ⽣産・消費」などの⽬標と関係し、街路灯の LED 化、⾃動⾞・
⾃転⾞の規制は「７エネルギー」、「13 気候変動」と関係している。また個々の
商店にブレイクダウンすると「３保健」、「4 教育」、「６⽔・衛⽣」、「14 海洋資














































































































イベントの効果測定のため 12 ⽉ 19 ⽇（⼟）、キラキラ会館前（商店街北部）
と橘館前（商店街南部）の 2 か所で歩⾏者の通⾏量調査を実施した。 























U20 20代 30代 40代 50代 60以上 合計
11時~12時 43 22 33 54 80 160 390
12時~13時 38 15 26 57 84 138 359
13時~14時 34 32 52 64 72 130 385
14時~15時 29 22 27 39 45 100 290
15時~16時 64 38 44 61 69 134 409


















































前における賑わい創出要因に関する研究」『Research Abstracts on Spatial 




























経営研究所紀要第 2 号』P48 
⼩坂善次郎(1991)「イベント戦略の実際」『⽇本経済新聞社』P38−44 
コロナ禍における商店街経営の課題　　　　　　　 
―SDGs17目標「11住み続けられるまちづくりを」 
持続可能な地域の賑わいづくりに向けて―　　　
p.177
